　丸本卓哉教授のスノム含有バクテリア評価
　以下の説明文は、「土壌浄化及び微生物の権威」山口大学農学博士　丸本卓哉教授（当時；第12代学長）のスノム含有バクテリアに関する評価です。

≪コメント≫
　含有バクテリアは、Bacillus属のどこにでもいるバクテリアですが、群を構成して浄化効果を発揮しています。このバクテリア群は、栄養物によって増殖し、土壌１ｇ当り100万固体になると浄化が促進されていきます。そして油分の栄養源がなくなると一部は淘汰され一部は、胞子を形成して休眠状態になります。そして、このような状態（油分も当該バクテリアもいなくなる）になってカビ（糸状菌）が発生し、油分がなくなったこと、それに、当該バクテリアが無尽蔵に増殖しないことが分ります。


≪メカニズム説明≫
(1) 添加したバクテリア群は地中有機物及びエンジンオイルの油分子を栄養源として増殖し始める


(2) バクテリア数が土壌1g当たり100万固体以上になると、エンジンオイルの浄化（捕食）が一層促進される


(3) エンジンオイルの浄化が進んで枯渇するとバクテリアの一部は死滅し、他は胞子を形成して休眠状態になる


(4) エンジンオイルの枯渇とバクテリアの死滅及び活性休止の条件が揃うと、糸状菌（カビ）が増殖する
⇒ 糸状菌の増殖は浄化完了の指標になる（糸状菌の増殖が他の生命体や環境に与える悪影響は無い）
⇒ 添加したバクテリアが無尽蔵に増殖する事は無い（油分子が無くなった時点で、死滅ないし活性休止状態になる）
